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新型コロナ続く影響
農畜産物の需要拡大を

　2020年は新型コロナウイルスの感染が世界的に拡大した。農業ではインバウンドを含む観光客

が大きく減少したことにともない、農産物需要や価格が低下。在庫が過剰になるなど影響が及ん

だ。今なおコロナの影響が続く中、今後の需要拡大策や今年の営農をどう考えているか。生産者や

専門家の視点で５氏に語ってもらった。
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新型コロナの影響と今期の営農について意見を交わした村田氏、大野氏、遠藤氏、宗像氏、千葉氏（左から）




